
　　大阪城油絡爲糞

本圖は和蘭海楽なる國立古文轡館に藏せらる。去大

正＋一年八月、余田付公使ε周館を訪ひし時、其館

長室に掲げられたるを見、仔細に凝覗せるに、年代

的知すべからざるも、元和元年大阪城の塑濠埋浸後

のものにして、頗る古色か欝び、而かも構闘記註蚊

に詳密を極む。佼りて副館長O薄塗の囲陸島鐸氏に講

うて撮影せるもの邸ち是なり。元和元年、和蘭商入

票）⑦冨づ．9屋蓉昌堺より來りて大阪に遊び、戦後荒

野の歌を呈せるを目曝して、登戸の僚友に贈れる書

函亦間館に藏せらる。丈中萱績の居城を園める二重

の城壁悉く破減せられて、今は僅に一重を存せるに

過ぎざるこεを記せり。本馬は蓋し外人の手に成れ

る大阪城岡の白噛ならん。【三浦“
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山
陽
ご
最
も
親
し
く
交
り
、
試
行
な
ご
す
る
に
費
用
を
要

す
る
時
は
何
時
も
周
李
に
依
頼
し
た
さ
う
で
あ
る
。
或
時

山
陽
は
周
忌
に
此
度
は
安
書
き
を
す
る
か
ら
ビ
い
っ
て
岡

旋
を
依
頼
し
た
。
所
が
周
軍
は
困
り
果
て
菓
子
折
を
携
へ

て
山
陽
の
家
に
至
り
「
先
生
の
書
は
自
分
の
知
人
に
は
残

り
な
く
紹
介
し
た
か
ら
周
旋
の
鯨
地
が
な
い
」
，
ご
断
っ
た

ご
の
話
が
あ
る
Q
又
或
時
は
周
旋
し
だ
人
々
に
「
此
度
は

御
蔭
で
潤
筆
料
が
多
分
に
あ
っ
た
か
ら
絹
地
を
持
ち
來
れ
、

御
冠
に
書
か
ん
」
ご
云
っ
た
が
、
絹
地
に
金
こ
分
を
要
す

る
の
で
誰
も
依
頼
す
る
も
の
が
な
か
っ
だ
こ
の
話
も
あ
る

さ
れ
ば
彦
根
に
は
虚
器
の
書
禽
が
頗
る
多
く
、
又
手
紙
の

如
き
は
殊
の
外
多
数
に
傳
っ
て
居
た
が
、
今
は
大
老
散
侠

し
て
仕
舞
つ
た
。
（
大
正
コ
．
一
、
瀧
、
三
こ

歓
～
・
米
の
古
交
童
圖
館

（
上
）

交
學
博
士
三
浦

周
　
　
行

一
　
ア
ル
ヵ
イ
ヅ
の
本
質

　
欧
米
諸
々
に
於
て
吏
學
の
研
究
上
に
利
用
さ
れ
て
多
大

の
寄
與
を
な
し
つ
、
あ
る
諸
機
關
の
一
つ
ご
し
て
ア
ル
カ

イ
ヅ
（
鍵
O
ぼ
く
Φ
）
が
あ
る
。
此
ア
ル
カ
イ
ヅ
は
我
國
に
於

　
　
　
第
九
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
駄
米
の
古
丈
書
館

て
未
だ
其
設
け
が
な
！
＼
稀
れ
に
こ
れ
に
類
似
す
る
も
の

が
あ
っ
て
も
、
少
数
の
關
係
者
に
濁
占
さ
れ
て
居
る
の
は

遣
憾
で
あ
る
。
ご
い
っ
て
、
是
迄
こ
て
も
一
部
の
吏
家
か

ら
は
盆
ハ
設
立
の
希
吻
駅
を
蝿
叩
衣
さ
れ
■
た
こ
ご
も
あ
る
が
、
私

が
先
き
に
も
欧
米
諸
國
に
赴
い
て
親
し
く
視
察
し
た
結
果
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號
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τ
一
三
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第
九
巻
　
　
維
　
纂
　
　
三
瀬
の
古
丈
害
舘

は
甲
乙
郭
」
は
訴
一
角
彼
れ
肝
に
離
ナ
津
買
う
ご
す
る
所
珊
幣
ア
戸
カ
イ

ヴ
な
る
も
の
＼
本
質
が
未
だ
充
分
に
理
解
さ
れ
て
店
な
い

こ
い
ふ
こ
に
思
ひ
當
つ
た
。

　
我
國
で
い
ふ
古
文
書
館
は
元
摩
英
語
の
ア
ル
カ
イ
ヅ
の

課
語
で
あ
る
が
、
佛
語
の
ア
川
シ
ー
ヴ
（
霞
。
ぼ
♂
、
Φ
ω
）
魍
語

の
ア
ル
ヒ
！
フ
（
鍵
。
三
く
）
蘭
語
の
ア
ー
チ
ー
フ
（
巽
。
含
亀
）

…
以
駈
肋
の
ア
ル
ギ
ギ
ォ
　
（
碧
，
o
H
麟
く
．
o
）
　
杯
「
何
い
れ
も
慧
ハ
蛇
船
源
は

一
つ
で
あ
っ
て
、
希
臓
語
の
、
9
、
試
ミ
ぐ
が
、
楽
句
語
の

鍵
。
鑓
ξ
μ
や
鍵
。
才
§
回
を
経
て
、
更
に
是
等
諸
園
語
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
最
初
は
長
官
の
官
舎
を
意
味
し
た
も

の
が
、
食
じ
て
そ
こ
に
臓
せ
ら
る
、
公
文
書
の
蒐
集
を
意

味
す
る
や
う
に
な
り
、
裁
鋼
所
其
他
の
貴
官
菊
か
ら
都
市

大
學
、
寺
院
等
に
至
る
迄
、
逐
年
増
加
し
た
文
書
の
蒐
集

を
ア
ル
ヵ
イ
プ
ご
属
す
る
に
至
っ
た
。
只
一
般
に
そ
れ
が

最
早
不
用
こ
な
っ
て
後
日
の
奏
考
の
蔑
め
に
別
言
さ
る
、

も
の
に
限
ら
れ
、
現
在
使
用
さ
れ
つ
、
あ
る
も
の
は
こ
れ

を
除
外
す
る
に
一
致
し
て
居
る
。
而
し
て
こ
れ
を
保
管
す
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る
入
を
ア
ル
カ
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罪
ス
ト
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欝
8
飢
♂
．
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〉
こ
い
ふ
O

　
さ
れ
ば
ア
ル
カ
イ
ヅ
は
古
交
書
の
蒐
集
に
早
耳
は
な
い

け
れ
こ
も
、
其
本
質
上
公
文
書
乃
至
孚
公
文
書
（
准
公
文

書
こ
も
い
へ
ば
い
へ
る
）
に
零
す
る
も
の
で
あ
る
◎
勿
論

中
に
は
喜
入
の
上
智
も
な
い
で
は
な
い
が
、
そ
れ
こ
て
皆

其
古
文
壼
撃
を
出
1
）
た
唐
§
公
署
に
闘
研
砂
を
有
た
な
い
も
の
は

な
か
っ
た
。
英
吉
利
現
代
の
言
文
書
學
漕
甘
彦
ψ
o
p
氏
は

ア
〃
ヵ
イ
ヅ
に
向
っ
て
次
の
如
き
定
義
を
下
し
て
居
る
。
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私
は
こ
れ
を
以
て
最
も
稔
當
な
る
定
義
で
あ
る
ご
信
ず
る

現
に
欧
米
諸
國
に
於
て
は
到
る
塵
の
官
公
暑
及
び
こ
れ
に

準
ず
べ
き
ご
こ
ろ
に
ア
ル
カ
イ
ヅ
又
は
こ
れ
に
相
学
す
る

も
の
が
あ
る
。
試
み
に
｝
此
部
樫
の
古
文
幽
鳳
の
保
存
及
び
研
究

に
】
頭
地
を
抽
い
て
居
る
佛
蘭
西
に
例
を
取
る
な
ら
ば
、

パ
リ
ー
に
は
先
づ
國
立
の
古
文
書
館
た
る
　
》
「
畠
陶
く
。
ω

宏
琶
9
邑
霧
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
外
務
省
、
殖
民

省
、
陸
軍
省
、
海
軍
省
、
司
法
省
、
元
老
院
、
衆
議
院
、

警
視
磨
、
ゼ
ー
ヌ
縣
及
び
パ
リ
ー
市
、
公
読
人
役
場
、
オ
ペ

ラ
・
テ
ア
ト
川
、
バ
ー
7
・
一
大
學
杯
そ
れ
ぐ
に
ア
川
シ
！

ヅ
が
あ
っ
て
、
毎
日
一
定
の
時
聞
に
開
館
し
て
構
人
に
で

も
閤
覧
を
許
す
も
の
も
あ
れ
ば
、
叉
測
定
の
手
績
を
雛
て

許
可
を
受
け
た
人
里
に
圏
覧
さ
せ
る
も
の
も
あ
る
。

　
日
本
に
覧
て
は
斯
う
い
ふ
意
味
に
於
て
の
ア
ル
ヵ
イ
ヅ

は
、
過
去
に
於
て
も
、
現
在
に
於
て
も
、
殆
ざ
｝
つ
も
な

い
ピ
い
っ
て
よ
い
。
勿
論
野
立
の
ア
ル
カ
イ
ヴ
に
相
當
す

る
も
の
も
現
存
せ
澱
。
蕾
に
ア
ル
ヵ
イ
ヅ
其
者
が
な
い
の

　
　
　
箪
九
奮
　
　
雑
　
纂
　
　
正
米
の
宵
文
書
館

み
な
ら
す
、
莫
思
想
が
な
い
こ
も
い
へ
る
。
或
は
史
料
編

纂
樹
が
多
数
の
古
文
書
を
蒐
集
し
つ
、
あ
る
を
以
て
ア
川

カ
イ
ヅ
に
相
當
1
若
し
く
は
類
似
し
た
も
の
こ
思
ふ
人
も

あ
る
ら
し
い
が
、
同
盟
は
史
料
及
び
古
墨
書
を
編
纂
出
版

す
る
材
料
ご
し
て
、
他
の
記
録
類
ご
共
に
古
文
書
を
も
蒐

集
す
る
の
で
あ
っ
て
、
其
古
文
書
は
震
旦
で
凄
來
た
も
の

で
な
く
、
殆
ざ
秦
部
原
本
か
ら
の
複
寓
で
あ
っ
て
、
原
本

は
そ
れ
ぐ
其
所
有
者
に
藏
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら

ア
ル
カ
イ
ヴ
ご
は
も
こ
よ
b
似
て
も
似
附
か
澱
も
の
で
あ

る
Q
ア
ル
カ
イ
ヅ
の
右
交
書
の
蒐
集
は
或
る
限
ら
れ
た
範

圏
に
行
は
る
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
一
般
的
の
も
の
で

は
な
い
Q
む
れ
が
歴
史
の
材
料
こ
な
ら
う
ビ
も
、
乃
至
政

治
、
経
濟
、
法
律
、
軍
事
、
交
學
、
言
論
、
美
稽
、
昔
樂

等
の
あ
ら
ゆ
る
研
究
に
資
せ
ら
れ
や
う
ご
も
、
ア
ル
ヵ
イ

ヅ
其
者
の
豫
期
せ
な
い
こ
こ
ろ
で
あ
る
。
是
等
の
ア
ル
カ

イ
ヅ
は
一
般
に
公
開
さ
れ
て
居
る
か
ら
、
其
中
に
は
｝
般

観
魔
者
の
停
め
に
所
藏
品
の
一
部
を
陳
列
し
た
窯
諺
。
§
”
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第
九
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
漱
米
の
古
丈
書
館

（
冨
彦
8
）
が
附
録
さ
れ
て
居
て
、
英
吉
利
な
ら
ば
乞
。
『
9
μ

だ
と
か
≦
野
営
喰
。
挿
だ
こ
か
、
佛
蘭
西
な
ら
ば
戸
○
ぴ
霧
i

覧
碧
8
だ
こ
か
く
。
犀
巴
器
だ
ε
か
い
っ
た
や
う
な
歴
史
上

知
名
の
入
士
の
筆
蹟
杯
も
そ
こ
ら
に
飾
ら
れ
て
は
居
る
も

の
、
、
ア
川
力
吸
ヅ
こ
し
て
は
、
必
ず
し
も
求
め
て
こ
れ

を
得
た
「
謹
で
も
な
く
、
自
然
に
集
っ
た
書
類
の
中
か
ら
槻

箆
者
の
注
意
を
惹
く
爲
め
に
選
り
出
さ
れ
た
こ
い
ふ
丈
に

過
ぎ
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
以
て
歴
班
博
物
館
ご
見
る
は
勿

論
當
っ
て
居
な
い
。
ア
川
カ
イ
ヴ
を
歴
吏
上
の
皇
考
ε
な

る
べ
き
7
般
の
古
文
書
を
蒐
集
し
た
古
文
書
館
ご
看
倣
す

は
確
に
其
本
質
を
辮
へ
繊
も
の
こ
謂
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

ニ
　
ァ
ル
カ
イ
ヴ
の
成
立

　
私
は
面
こ
、
で
少
し
く
欧
州
に
於
け
る
ア
〃
カ
イ
ヅ
の

成
立
に
つ
い
て
説
か
ね
ば
な
ら
漁
。

　
歓
洲
に
継
て
古
文
書
が
多
少
共
議
術
的
に
研
究
さ
る
、

や
う
に
な
っ
て
來
た
の
は
十
七
世
紀
以
後
の
事
で
、
其
動

　
　
　
　
　
　
　
第
　
嚇
　
號
　
　
　
一
二
山
ハ
　
（
一
二
六
）

機
は
ま
こ
し
て
當
時
の
冠
會
に
勢
力
の
あ
っ
π
寺
院
の
領

地
璽
よ
り
延
い
て
其
讃
媛
た
る
べ
き
古
交
書
の
眞
贋
を
鑑

定
す
る
こ
ご
、
及
び
高
僧
傳
の
編
纂
に
當
っ
て
、
同
じ
く

其
史
料
た
る
べ
き
右
交
書
の
眞
僑
の
鑑
定
を
必
要
こ
し
た

こ
ご
で
あ
っ
た
。
特
に
佛
蘭
西
の
ペ
ネ
ヂ
ク
ト
派
の
僧
侶

マ
ビ
ヨ
　
ン

銀
孚
・
ぴ
卍
9
が
同
涙
の
高
温
傳
の
編
纂
か
ら
、
冬
所
三
者
の

死
身
し
た
古
文
書
闘
覧
の
頗
る
困
難
で
あ
っ
た
當
時
ビ
し

て
は
多
数
の
古
文
書
を
取
扱
つ
た
研
究
の
結
晶
こ
し
て
敷

書
論
U
Φ
δ
鼠
豆
9
導
け
…
＄
の
名
著
を
出
し
た
こ
ご
は
、

期
せ
ず
し
て
右
文
書
の
學
術
的
研
究
の
鹿
鐘
ご
な
り
、
歓

洲
各
圓
に
於
け
る
古
文
書
研
究
の
機
蓬
を
誘
擁
し
、
濁
逸

に
於
て
は
其
訴
訟
事
件
に
於
け
る
償
値
を
認
め
て
早
く
も

大
學
に
於
け
る
法
政
の
補
助
學
科
に
採
用
さ
れ
た
が
、
佛

蘭
西
に
於
て
も
同
一
の
傾
向
の
あ
っ
た
外
ベ
ネ
ヂ
ク
｝
派

の
僧
侶
は
寓
鋤
辞
す
｝
の
學
理
を
野
馬
し
て
交
學
、
棘
學
、

法
學
に
關
す
る
浩
翰
な
る
文
書
を
出
版
し
．
パ
リ
ー
に
あ

る
O
Q
p
葺
1
0
。
誕
ご
碧
玉
¢
｝
、
器
ω
の
下
院
は
學
問
の
淵
藪
た



　
　
　
　
　
　
パ
レ
オ
グ
ラ
フ
イ
け
　
　
ヂ
イ
ブ
ロ
マ
チ
ヅ
ク

る
ご
同
時
に
、
古
書
學
及
び
古
丈
書
學
に
進
む
學
生
の
養

成
所
こ
な
っ
た
。

　
然
る
に
聖
母
西
の
大
革
命
ご
共
に
寺
院
杯
の
所
領
が
段

畑
さ
れ
、
其
古
文
蟄
日
も
國
家
や
都
∵
市
に
移
管
さ
れ
て
、
最

早
古
文
書
を
誰
擦
こ
し
て
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
ご
も
昔
の

夢
ご
な
っ
た
か
ら
、
そ
れ
ら
は
＞
8
ぼ
く
霧
累
巴
9
琶
窃
を

始
め
各
種
の
ア
ル
シ
ー
ヴ
に
保
存
さ
れ
展
覧
さ
、
れ
て
、
古

文
書
學
は
法
皇
の
補
助
罪
科
興
る
地
位
か
ら
一
歩
を
進
め

て
濁
立
の
一
學
科
た
る
に
至
り
、
メ
ソ
ー
に
は
下
に
説
一

如
き
古
交
書
專
門
の
學
校
国
8
げ
α
霧
Ω
舅
詳
。
・
。
さ
へ
設

立
さ
れ
て
、
各
方
面
の
歴
史
の
根
本
的
研
究
上
古
文
書
の

転
用
の
最
も
重
要
な
る
こ
ざ
の
周
知
さ
る
、
ご
同
時
に
、

叉
其
頗
る
容
易
な
る
に
至
っ
だ
の
は
十
入
世
紀
の
末
か
ら

十
九
世
紀
に
か
け
て
欧
洲
に
於
け
る
史
學
界
の
一
大
進
歩

ご
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
訟
。

　
佛
蘭
西
の
國
立
古
交
書
館
た
る
》
『
6
ぼ
く
Φ
ω
2
幾
2
巴
窃

の
創
立
さ
れ
た
の
は
千
七
百
九
十
五
年
即
ち
佛
寡
雨
革
命

　
　
　
第
九
巻
　
維
纂
　

酒
米
の
古
丈
書
館

暦
の
共
和
政
治
第
圃
二
年
に
當
っ
て
居
る
。
古
交
書
の
蒐
藏

最
も
豊
富
で
、
約
六
十
萬
通
以
上
に
達
す
ご
い
は
れ
る
、

第
顧
門
は
古
代
で
千
七
百
八
十
九
年
以
前
の
古
文
書
を
牧

め
第
二
門
は
近
代
で
そ
れ
以
來
の
も
の
を
虐
め
る
。
中
央

に
於
け
る
官
府
…
の
↓
白
文
霊
日
は
、
畢
血
見
は
こ
、
に
移
さ
る
べ

き
で
あ
る
。
現
に
殖
民
省
、
海
軍
省
等
に
曾
て
も
千
七
百

入
十
九
年
以
前
の
文
書
は
何
れ
も
こ
、
に
移
さ
れ
て
、
そ

こ
の
ア
ル
シ
ー
ヅ
に
は
そ
れ
以
後
の
も
の
し
か
な
く
、
又

元
老
院
や
衆
議
院
の
文
書
も
革
命
時
代
の
も
の
は
皆
同
所

に
移
さ
れ
て
居
る
。

　
英
吉
利
に
於
て
は
ア
川
カ
イ
ヅ
ビ
い
ふ
代
り
に
H
、
戸
乾
8

因
①
o
O
乙
○
臣
8
こ
の
名
繕
が
用
ゐ
ら
れ
、
ロ
ン
ド
ン
に

も
ダ
グ
ソ
ソ
に
も
あ
る
が
、
廿
ン
ド
ソ
に
あ
る
の
は
、
中
央

政
府
の
各
官
府
に
於
て
逐
年
増
加
せ
る
文
書
を
中
心
ご
し

て
地
方
官
憲
の
そ
れ
に
及
び
、
何
れ
も
其
煙
滅
を
避
け
て

將
來
の
滲
考
に
資
す
る
爲
め
に
塁
塞
百
三
十
八
年
制
定
の

娼
「
小
躍
8
図
o
o
o
a
O
跳
∩
o
＞
9
に
依
っ
て
こ
、
に
保
管
す

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
一
ご
七
（
噛
二
七
）



　
　
　
第
九
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
歓
来
の
古
丈
害
館

る
こ
ご
、
な
っ
た
の
で
あ
る
。
從
來
ざ
て
も
各
行
政
、
司

法
の
官
府
に
は
そ
れ
み
＼
其
文
書
が
あ
り
保
管
者
も
あ
っ

た
の
で
あ
る
が
、
此
法
博
の
登
竜
さ
れ
た
後
は
是
迄
高
等

法
院
に
於
け
る
文
書
の
名
義
上
の
保
管
者
で
あ
っ
た
大
審

院
判
事
竃
勲
簿
志
気
魯
の
閑
。
憶
鵬
が
一
切
の
鴨
法
上
の
文

書
の
撮
管
者
こ
な
り
、
同
時
に
一
切
の
行
政
上
の
文
書
を

も
其
保
護
及
び
管
理
の
下
に
牧
め
、
そ
れ
が
千
八
百
五
十

二
年
麟
定
の
○
乙
禦
ぎ
∩
o
舞
亀
に
依
っ
て
實
行
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
而
し
て
｝
般
の
官
府
文
書
保
存
所
こ
し
て
の

事
業
は
千
八
百
五
十
一
年
か
ら
開
始
さ
れ
て
、
是
迄

臼、

潤
?
２
，
や
も
Q
3
8
勺
｛
も
興
○
蔀
。
Φ
や
Ω
彰
焼
穴
国
。
霧
Φ
ウ

エ
ス
ト
、
ミ
ン
ス
タ
ー
、
ア
ベ
ー
の
Ω
”
鍔
皆
目
。
門
島
Φ

男
団
図
や
八
四
〇
房
Ω
影
鴇
色
其
他
多
く
の
保
存
駈
に
あ
っ
た
も

の
は
皆
こ
＼
で
保
存
さ
る
、
こ
ご
、
な
っ
た
。

　
其
他
の
各
國
の
國
立
古
文
書
館
の
成
立
及
び
其
制
度
等

は
何
れ
も
大
同
小
異
で
あ
る
か
ら
、
こ
、
に
は
こ
れ
を
省

略
す
る
。

第
踊
號
　
　
…
二
入
　
（
＝
一
入
）

三
　
　
マ
　
ヌ
ス
ク
リ
プ
ト
、
　
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト

　
是
等
の
ア
ル
ヵ
イ
ヅ
は
何
れ
も
自
國
を
始
め
影
干
諸
國

の
歴
史
研
究
に
取
っ
て
有
力
な
る
材
料
を
提
供
す
る
も
の

で
は
あ
る
が
、
さ
れ
ば
こ
い
っ
て
ア
ル
カ
イ
ヴ
の
史
料
丈

で
は
決
し
て
充
分
ざ
い
は
れ
漁
。
何
こ
な
ら
ば
ア
川
カ
イ

ヅ
の
文
書
は
公
卿
の
そ
れ
に
偏
し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
Q

官
報
ば
か
り
で
歴
史
は
書
け
ま
い
。
ア
ル
ヵ
イ
ゾ
の
藏
す

る
史
料
は
も
ε
よ
り
官
報
の
如
き
軍
純
な
も
の
で
な
い
ご

は
い
へ
、
そ
れ
が
公
等
に
傾
い
て
居
る
こ
ご
は
其
本
質
上

箏
へ
ぬ
魚
層
で
あ
っ
て
、
決
し
て
史
料
の
全
部
で
は
な
く

こ
れ
に
依
っ
て
思
想
、
信
仰
、
文
學
、
藝
下
等
の
進
歩
を

窺
ふ
こ
ご
は
頗
る
困
難
ご
謂
は
ね
ば
な
ら
訟
。
私
の
前
に

引
用
し
た
旨
魯
塁
○
コ
氏
は

　
H
p
三
p
・
蒔
く
8
ω
窮
穿
〇
一
回
δ
簿
囲
ヨ
℃
o
貸
主
汀
轟
魯
ゆ
臨
巴
ω

　
碧
。
誹
9
貯
○
醗
。
Σ
2
葺
◎
（
ゼ
暮
巴
だ

と
す
ら
極
言
し
て
、
穣
轡
が
運
三
。
・
ゲ
慧
諺
2
山
烏
及
び
個



人
私
用
の
多
く
の
文
書
を
以
て
こ
れ
を
補
足
す
る
の
必
要

あ
る
こ
ご
、
殊
に
些
貯
3
亀
μ
王
朝
以
後
に
於
て
は
霞
。
。
1

8
機
8
巴
竃
雲
霧
。
甑
℃
欝
O
o
ヨ
巳
凶
・
。
・
。
ζ
F
の
報
告
や
傳
記
、

書
翰
集
等
が
充
分
に
役
立
つ
こ
ご
を
高
調
し
て
居
る
が
、

英
吉
利
の
場
合
に
於
て
其
至
言
で
あ
る
こ
ご
を
私
は
信
ず

る
。

　
じ
d
昏
凶
ω
び
　
ζ
霧
φ
賃
ヨ
は
現
在
各
部
　
に
分
れ
て
居
る
け
れ

ご
も
、
本
來
は
其
一
つ
で
あ
る
こ
こ
ろ
の
爲
本
部
帥
ち

U
o
℃
霧
ぎ
。
纂
自
棄
p
震
8
ユ
℃
け
。
。
に
初
ま
る
の
で
あ
る
。
中

世
に
於
て
は
、
政
府
の
公
交
書
保
存
所
以
外
に
は
僧
院
の

ア
ル
カ
イ
ヅ
や
圖
書
館
及
び
言
誤
僑
（
窪
錠
ω
）
の
家
が
殆

ご
唯
一
の
古
文
書
の
保
存
書
で
あ
っ
た
が
、
ヘ
ン
ソ
入
世

が
羅
馬
法
王
ビ
絶
っ
て
國
内
の
忍
辱
を
署
し
、
其
土
地
財

産
を
淺
潤
す
る
に
及
ん
で
、
是
等
の
ア
ル
カ
イ
ヴ
や
圖
書

館
の
大
宇
は
分
散
し
て
仕
舞
つ
た
。
面
し
て
其
謹
書
の
幾

分
残
存
す
る
こ
ご
を
得
た
の
は
国
袋
、
母
儀
國
く
に
依
っ
て

創
立
さ
れ
た
知
○
団
a
緊
σ
箪
受
の
外
、
圭
こ
し
て
数
人
の

　
　
　
第
九
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
旧
来
の
古
交
書
館

蒐
集
家
の
努
力
に
負
ふ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
十
入
鐘
紀
の

統
一
的
、
國
家
的
霊
代
に
入
る
ご
共
に
、
是
等
の
蒐
集
家

の
一
入
な
る
ω
マ
男
◎
ぴ
。
答
∩
o
け
け
9
μ
の
孫
か
ら
其
蒐
集
方

法
に
激
て
は
學
雪
上
多
大
の
非
難
を
受
け
だ
け
れ
ざ
も
、

右
羽
撃
な
る
多
一
溜
の
文
虫
目
に
富
ん
だ
0
0
鐸
9
四
目
ま
鑓
蔓
の
購

與
を
受
け
た
の
を
始
め
、
鎖
巴
2
6
0
濠
9
δ
切
を
購
入
し

図
○
図
巴
江
σ
多
藁
の
華
麗
ω
搾
国
碧
ω
ω
δ
鴛
げ
∩
亀
o
o
仲
δ
欝

の
遺
賂
を
受
け
て
こ
れ
を
一
つ
の
建
物
の
中
に
保
管
す
る

こ
ビ
、
し
た
の
が
、
響
臨
路
良
匠
σ
’
§
の
墓
礎
ε
な
り
、
千

七
百
五
十
三
年
に
は
7
h
器
Φ
戸
目
＞
9
0
鴨
℃
母
H
㌶
旨
。
暮
が

螢
布
さ
れ
、
千
七
、
欝
欝
＋
九
年
に
其
嗣
館
を
見
る
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。
今
同
書
の
U
Φ
鳴
誉
葦
登
O
h
客
碧
窃
。
憎
一
讐
・
。

で
取
扱
は
れ
て
居
る
も
の
が
即
ち
そ
れ
に
外
な
ら
澱
。

　
こ
、
で
は
古
文
書
ば
か
b
で
な
く
、
　
一
切
の
手
筆
本
の

原
本
及
び
複
爲
本
を
取
扱
っ
て
居
る
。
開
館
當
時
…
萬
五

千
冊
で
あ
っ
た
も
の
が
、
暑
寒
年
々
増
加
し
て
千
九
百
二

十
年
の
統
計
に
襟
砕
る
ご
、
五
萬
一
千
冊
を
超
え
、
而
か
も

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
＝
一
九
　
（
一
二
九
▽



　
　
　
第
九
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
鰍
米
の
古
交
譜
館

右
文
書
の
珊
を
な
さ
海
も
の
や
希
臓
、
羅
馬
の
バ
ビ
リ
は

こ
れ
に
加
っ
て
居
ら
ぬ
こ
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
是
等
は
ア

川
ヵ
イ
ヅ
ご
違
っ
て
、
取
材
の
範
園
が
公
私
に
亙
っ
て
慶

賀
で
あ
b
、
從
っ
て
一
般
歴
史
の
材
料
を
萬
遍
な
く
提
供

す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
．
こ
そ
我
一
部
の
協
議
に
依
っ

て
憧
爆
さ
る
、
古
文
書
館
に
薄
端
す
る
ご
思
考
す
る
。

　
∩
9
8
切
等
ε
同
様
の
蒐
集
家
で
あ
っ
た
○
り
ぼ
，
出
δ
9
霧

冨
O
儀
」
O
図
げ
6
0
出
0
6
凱
Q
β
は
オ
ッ
ク
ス
フ
オ
ー
1
3
に
〉
、
O
げ
一

ぼ
魯
。
℃
憎
銀
，
M
《
興
堕
ω
O
o
早
生
○
富
は
ケ
ム
プ
リ
ツ
ヂ
の
∩
9
，
℃
轟

∩
ぎ
跨
∩
○
濠
σ
q
o
に
面
し
た
Q
千
五
百
五
十
年
に
ヘ
ン
ジ

八
尋
の
後
繊
者
授
る
エ
ド
ワ
ー
ド
六
世
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
、
コ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
声
ス
は
袴
く
も
羅
馬
蕉
敷
の
｛
蓼
義

に
言
い
π
寓
本
や
思
量
和
無
告
に
破
棄
し
た
も
の
で
あ

る
。
オ
ソ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
漁
喪
亡
館
の
如
き
も
其
掠
奪

の
厄
に
遭
っ
た
が
千
五
百
九
十
二
年
に
メ
ル
ト
ン
、
カ
レ

ッ
ヂ
出
直
身
な
る
し
∩
搾
日
プ
o
B
餌
ω
b
d
o
旺
。
冥
に
依
っ
て
再
興

さ
れ
た
新
し
い
誓
書
館
は
氏
の
名
を
館
名
に
負
ふ
こ
ご
、

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
コ
ニ
○
（
コ
ニ
∩
）

な
っ
て
、
千
六
百
二
年
か
ら
開
館
さ
れ
、
た
Q
こ
れ
が
有
名

な
る
ヒ
d
o
良
鉱
琵
ご
σ
舜
受
で
あ
る
。
属
○
島
。
鷲
ω
∩
o
島
9
剛
§

の
金
野
が
こ
、
に
架
藏
さ
る
、
に
至
っ
た
こ
ビ
が
此
圖
書

館
の
誇
で
あ
る
べ
き
こ
ε
言
ふ
泡
も
な
い
。
次
に
ケ
ム
ブ

リ
ソ
ヂ
の
O
o
弓
垢
∩
ゲ
臨
。
・
け
∩
o
濠
σ
q
Φ
の
闇
淫
書
館
も
国
芽
醇
、
も
。

∩
。
濠
9
♂
昌
の
遣
賂
が
其
墓
礎
を
な
し
だ
も
の
で
あ
る
が

彼
れ
は
エ
ソ
サ
ァ
ペ
ス
朝
の
初
期
に
カ
ン
タ
ー
バ
ヅ
ー
の

大
僧
正
で
あ
っ
た
爲
め
に
、
僧
院
の
解
散
後
言
秩
に
露
し

た
多
く
の
寓
本
を
蒐
集
す
る
に
無
類
の
便
宜
を
得
た
の
で

あ
る
か
ら
、
窒
素
レ
ッ
ヂ
の
仏
書
館
が
英
國
内
に
於
け
る

送
本
の
蒐
集
串
最
も
富
ん
で
居
る
も
の
、
「
つ
こ
い
は
れ

て
居
る
の
は
啓
田
然
で
あ
ら
ヂ
フ
。

　
次
に
韓
藍
。
乱
撃
蜜
㊤
p
蕊
鼠
℃
ぼ
ω
∩
。
ヨ
鼠
。
・
も
。
圃
9
は
千
八

百
五
十
九
年
に
多
数
の
有
力
な
る
人
々
が
、
時
の
莫
吉
利

政
府
の
首
相
で
あ
っ
た
轡
o
a
℃
勲
ぎ
。
韓
9
に
向
っ
て
償

値
あ
る
古
文
書
の
埋
滅
を
免
る
べ
き
事
業
に
着
手
す
る
爲

め
に
円
。
＞
、
包
∩
○
ヨ
昌
比
ω
臨
○
昌
の
選
任
を
く
凶
9
0
篇
9
女
王



に
渤
め
る
や
う
職
議
し
た
結
果
、
千
畑
百
六
十
九
年
に
委

U
貝
が
任
命
さ
れ
て
、
英
士
口
利
及
び
愛
蘭
で
蒐
集
さ
れ
た
寓

氷
に
つ
い
て
、
公
私
所
有
者
の
同
意
を
得
。
精
確
に
し
て
．

且
つ
詳
密
な
る
調
査
に
必
要
な
る
手
段
を
取
っ
た
上
其
結

果
を
報
告
登
表
す
る
こ
ご
に
定
め
ら
れ
た
の
に
始
ま
る
。

千
入
百
七
十
年
に
第
一
回
の
報
告
書
が
世
に
出
で
、
爾
來

千
九
百
十
四
年
迄
四
十
四
年
間
に
約
百
五
十
六
冊
に
達
し

實
に
英
吉
利
國
史
の
最
大
聖
帝
ご
看
倣
さ
れ
て
居
る
Q
後

に
は
O
o
勇
鼠
ω
甑
。
昌
の
事
業
は
娼
鋤
ぴ
膏
渕
o
o
o
a
O
融
8
に

移
さ
れ
て
、
報
告
の
性
質
こ
、
に
其
面
目
を
改
め
、
寓
本

の
目
録
は
一
息
精
密
に
醜
婦
さ
れ
、
其
報
告
は
適
者
に
有

用
に
し
て
且
つ
趣
味
あ
る
も
の
な
っ
た
◎

　
其
他
に
も
中
央
及
び
地
方
に
於
け
る
民
間
各
種
の
團
膿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ウ
ン
タ
　
ス

で
、
公
文
書
、
雫
公
文
書
、
（
都
市
や
州
の
も
の
杯
）
及
び

私
書
文
の
出
版
を
な
し
だ
も
の
が
頗
る
多
く
、
こ
れ
に
依

っ
て
℃
⊆
三
｛
o
閑
o
o
o
乙
○
露
o
o
の
公
丈
書
偏
重
の
闘
隔
を

補
ふ
こ
ご
が
出
來
る
。
私
は
℃
昌
浮
犀
0
8
＆
○
駅
8
の

　
　
　
第
九
巻
　
雑
纂
　
殴
米
の
吉
丈
嘗
舘

閲
覧
室
の
書
棚
の
中
で
此
式
の
多
く
の
印
…
刷
物
を
見
出
し

で
・
畜
産
の
爲
め
に
置
ハ
目
録
翠
巌
3
う
ご
す
る
ご
、
案
内
役

に
立
た
れ
た
同
所
の
｝
窪
ぎ
栃
§
氏
が
、
私
の
爲
め
咄
墜

に
鉛
筆
を
走
ら
せ
て
（
同
所
で
は
萬
年
筆
の
使
用
を
禁
じ

て
居
る
）
公
文
書
、
雫
公
文
書
、
及
び
私
文
書
の
三
つ
の

各
印
刷
さ
れ
た
書
名
、
螢
行
者
、
其
年
代
を
書
い
て
呉
れ
ら

れ
た
の
は
私
に
取
っ
て
有
盆
の
記
念
で
あ
る
け
れ
ご
も
、

こ
、
に
は
こ
れ
以
上
の
記
述
を
省
く
こ
ご
、
す
る
。

　
私
は
姑
く
ア
ル
ヵ
イ
ヅ
を
第
一
義
の
古
文
書
館
ビ
し
、

マ
ヌ
ス
ク
ソ
プ
ト
、
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
類
を
第
二
義
の

古
文
書
館
ご
見
て
、
私
の
欧
米
の
族
行
中
に
視
察
し
た
各

地
の
そ
れ
を
分
類
す
れ
ば
、
佛
蘭
西
で
は
バ
ソ
ー
の
＞
7

0
窪
く
霧
窯
ρ
鳥
9
巴
。
ω
英
吉
利
で
は
ロ
ソ
ド
ソ
の
団
呂
ぽ

沁
8
0
a
O
駿
8
和
蘭
で
は
ハ
ー
グ
の
空
鴇
。
・
－
》
8
霞
亀

猫
逸
で
は
べ
〃
リ
ン
の
し
Q
㌶
9
欝
錠
。
ぼ
く
伊
太
利
で
は
ゴ

、
矛
チ
ア
の
》
8
三
鼠
O
d
囲
ω
聾
○
ρ
ー
マ
の
ブ
チ
カ
ノ
法
王

応
の
〉
携
。
乞
♂
、
δ
等
何
れ
も
第
｝
義
に
厨
す
る
こ
ど
言
ふ

　
　
　
　
　
　
　
第
剛
號
　
　
　
＝
一
＝
　
　
（
｝
三
一
）



　
　
　
第
九
巻
　
　
雑
纂
　
　
鰍
米
の
古
丈
書
館

迄
も
な
い
。
亜
米
利
．
加
で
は
フ
シ
ン
き
ン
の
ご
σ
第
曙

o
h
∩
o
お
器
。
。
ω
は
綱
索
館
で
は
あ
る
が
、
其
議
席
に
關
す

る
公
文
書
の
蒐
集
は
性
質
上
亦
こ
れ
ご
同
一
に
涛
徹
す
べ

き
も
の
で
あ
ら
う
。
次
に
奪
三
旨
旨
霧
2
ヨ
の
U
巷
母
7

旨
。
暮
山
脚
聖
塁
窪
℃
錺
や
前
記
虻
σ
轟
受
亀
○
○
お
器
器
の

蜜
ρ
量
ω
o
「
貯
ぼ
U
鵠
の
δ
p
へ
此
中
に
第
一
義
に
戯
す
る
も
の

も
あ
る
が
）
各
國
の
圖
．
書
館
、
殊
に
大
愚
や
カ
レ
ソ
ヂ

の
善
書
館
、
中
央
及
び
地
方
の
民
間
の
夕
蝉
膿
、
別
し
て
私

の
亜
米
利
伽
で
よ
く
見
た
地
方
の
ヒ
ス
ト
ソ
カ
ル
、
ソ
ず

イ
テ
イ
ー
に
於
け
る
古
文
書
の
蒐
集
は
第
二
義
に
囑
す
る

　
私
は
こ
れ
か
ら
亡
者
…
者
に
通
じ
て
、
私
の
禮
瞼
を
主
ご

し
た
槻
察
を
以
下
薮
項
に
分
っ
て
叙
蓮
し
て
見
や
う
。
虚

者
は
其
本
質
に
於
て
相
蓮
の
灘
が
あ
る
か
ら
互
に
混
含
を

避
く
べ
き
場
合
は
こ
れ
を
遍
別
し
て
説
明
す
べ
き
こ
ご
勿

論
で
あ
る
。

四
古
文
書
の
蒐
集

　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
｝
三
二
　
（
閣
三
二
）

　
先
づ
是
等
の
古
文
書
館
が
如
何
に
し
て
古
交
書
を
蒐
集

す
る
や
ご
い
へ
ば
、
ア
ル
カ
イ
ヅ
の
場
合
は
、
執
務
上
自

然
に
推
面
し
た
も
の
を
一
定
の
期
限
後
受
入
れ
る
の
が
本

禮
で
あ
る
か
ら
、
割
合
に
輩
純
で
あ
る
が
、
其
他
．
の
場
舎

で
は
寄
購
、
遺
贈
、
寄
託
等
を
受
け
る
外
、
購
入
、
謄
寓

に
依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
訟
Q
私
が
前
に
引
い
た
英
吉
利
の

博
物
館
や
大
証
及
び
ヵ
レ
ッ
ヂ
の
岡
書
館
等
の
場
合
は
何

れ
も
寄
購
や
逡
贈
に
係
る
も
の
が
其
率
由
を
な
し
て
居
る

亜
米
利
加
の
そ
れ
で
は
寄
託
品
の
目
立
っ
て
多
い
や
う
に

見
受
け
た
。
併
し
そ
れ
以
上
に
購
入
謄
寓
の
必
要
な
る
こ

ご
は
今
更
言
ふ
迄
も
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
臭
等
の
保
存

機
關
は
そ
れ
み
＼
其
筋
算
を
有
し
て
こ
れ
和
、
怠
ら
な
い
や

う
で
あ
る
。

　
私
の
ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
は
毎
慰
の
療
に
じ
d
畳
三
ω
ゲ
竃
二
㌣

〇
ニ
ヨ
の
U
①
℃
錠
§
Φ
碁
o
h
寓
葺
霧
。
ユ
℃
富
へ
通
っ
て
、
族
館
の

　
　
　
　
　
　
　
ッ
ロ
ヘ
ィ
ロ
ト
レ
マ
ヌ
ス
ア
リ
ブ
ツ

女
中
か
ら
貴
客
は
寓
本
を
喰
ひ
に
ロ
ン
ド
ン
に
御
出
に
な

っ
た
の
で
す
か
ご
椰
撫
さ
れ
た
程
で
あ
っ
た
。
其
間
部
長



の
○
房
。
⇔
氏
、
次
長
の
¢
o
吾
。
答
氏
や
目
録
掛
の
ド
§
勉
。
団

氏
か
ら
何
れ
も
親
切
な
説
明
や
助
言
を
受
け
た
こ
ご
は
衷

心
戚
謝
に
堪
へ
な
い
こ
こ
ろ
で
あ
る
。
其
時
の
事
で
あ
っ

た
。
私
は
日
本
の
古
交
書
學
研
究
の
幣
信
こ
し
て
、
形
式
の

獲
つ
た
古
丈
書
の
種
類
の
重
も
な
る
も
の
丈
を
集
め
て
見

た
い
ビ
思
ひ
立
っ
て
そ
れ
ら
し
い
古
書
難
に
當
っ
て
見
た

が
、
一
通
安
く
て
二
三
負
心
か
ら
十
二
二
十
傍
以
上
の
も

の
も
あ
っ
て
、
何
れ
も
意
外
の
高
彼
で
あ
る
に
は
驚
か
さ

れ
た
Q
b
d
無
【
旨
寓
諺
垂
球
の
如
き
は
比
較
的
に
豫
箪
が
潤

澤
で
あ
っ
て
、
世
界
大
戦
の
場
合
の
外
は
決
し
て
創
減
さ

れ
な
か
っ
た
さ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
寓
本
舗
の
適
格

の
騰
貴
恋
†
に
属
し
て
當
局
者
は
経
費
の
不
足
を
戚
す
る
こ

の
事
で
あ
る
o
O
穿
§
氏
に
言
は
せ
る
ご
、
そ
れ
に
は
種
々

の
漂
因
が
あ
る
が
、
殊
に
顯
著
な
の
は
二
つ
で
、
繁
一
が
海

を
隔
て
た
富
裕
な
英
語
否
応
が
其
暴
民
の
史
料
を
手
に
入

れ
る
こ
ご
を
言
置
し
出
し
た
こ
ご
で
あ
る
。
そ
れ
．
は
言
ふ

迄
も
な
く
亜
米
利
加
人
の
事
で
，
ギ
氏
は
彼
等
の
望
は
吾

　
　
　
第
九
巷
　
　
雑
　
纂
　
、
勝
闘
の
宵
文
書
館

人
ご
同
様
で
あ
る
ご
雷
っ
て
は
居
ら
れ
る
が
、
而
か
も
米

貫
文
の
場
合
は
其
歴
史
の
短
い
こ
ご
が
．
或
特
殊
な
部
分

の
説
明
に
當
っ
て
、
古
い
國
の
文
民
が
す
る
よ
り
も
一
層

多
く
を
費
し
た
く
な
る
ε
い
ふ
こ
ご
を
其
諸
因
と
看
倣
さ

れ
て
居
る
。
現
に
亜
米
利
加
へ
行
っ
て
見
る
ご
、
莫
吉
利

の
古
文
書
寓
本
幕
を
古
し
て
居
る
急
心
館
、
博
物
館
等
は

少
く
な
い
G
第
二
は
古
人
の
自
筆
蒐
集
に
適
中
す
る
風
で

あ
る
。
ギ
氏
は
眞
に
歴
史
的
趣
昧
か
ら
自
筆
の
手
紙
杯
を

奪
直
す
る
の
は
よ
い
事
で
、
古
文
書
の
煙
滅
を
防
ぎ
、
且

つ
一
般
に
向
っ
て
斯
る
趣
味
を
刺
戟
す
る
こ
ε
に
も
な
る

の
で
あ
る
。
博
物
館
に
於
て
も
此
目
的
の
爲
め
に
成
る
べ

く
多
く
の
自
筆
物
を
陳
列
す
る
の
方
針
を
執
り
重
っ
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
確
に
成
功
し
た
こ
信
ず
べ
き
理
由

が
あ
る
。
ご
其
明
る
い
方
面
を
辮
題
し
て
居
ら
れ
る
が
、

併
し
叉
蹴
っ
た
文
書
の
中
か
ら
、
斯
様
な
自
筆
悪
露
を
引

綾
く
こ
ご
程
古
文
書
學
の
原
理
一
お
巷
⑦
9
脅
貯
乙
ω
i
に

醤
す
る
破
壊
者
は
な
い
ご
い
っ
て
こ
れ
を
非
難
し
、
且
つ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
…
三
三
　
（
「
三
三
）



第
九
奮
　
　
雑
　
纂
　
　
厭
米
の
賓
文
嘗
鯨

謡
講
便
が
翼
の
歴
史
的
趣
味
よ
り
は
寧
ろ
當
人
の
欝
野
物

の
稀
有
で
あ
る
ご
い
ふ
こ
ε
が
標
準
に
な
っ
て
居
る
の
で

そ
れ
を
是
罪
悪
手
に
入
れ
や
う
ご
す
る
熱
情
ε
競
坐
す
る

に
は
こ
、
の
論
鋒
位
で
は
（
恐
ら
く
何
所
の
國
で
も
純
然

誤
る
吉
祥
的
の
目
的
の
爲
坊
で
は
）
到
底
不
可
能
事
で
あ

る
ε
痛
…
食
し
て
居
ら
れ
π
。
此
黙
は
我
國
の
現
代
に
於
て

も
賂
同
一
の
事
情
が
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
大
豊
に
於

て
國
更
研
究
の
標
本
蒐
集
に
多
年
關
係
し
て
居
る
私
共
の

同
志
域
に
堪
へ
な
い
こ
こ
ろ
で
あ
る
。

　
私
は
初
め
思
量
・
竃
・
。
・
。
§
か
ら
程
近
い
或
老
主
入

の
居
る
古
書
難
に
註
文
し
て
古
文
書
（
主
こ
し
て
風
蘭
西

の
で
あ
っ
た
）
を
取
揃
へ
さ
せ
た
が
、
其
言
値
が
詣
り
に

高
い
の
で
一
二
午
餐
を
共
に
し
た
曇
り
に
ζ
鼠
一
撃
氏
の

同
行
を
求
め
た
。
氏
は
一
々
黙
絶
し
た
後
。
喋
々
こ
そ
れ

ら
の
陽
子
を
説
き
立
て
る
主
入
に
向
っ
て
、
折
角
乍
ら
私

の
希
望
に
添
は
ぬ
か
ら
ε
断
っ
て
外
に
出
で
る
な
り
、

彼
れ
は
庸
二
、
で
、
夫
程
で
も
な
い
も
の
を
高
く
吹
き
か
け

る
の
だ
か
ら
見
合
せ
ら
れ
た
方
が
よ
か
ら
う
ε
い
は
れ
、

蹄
っ
て
か
ら
Ω
『
9
氏
や
掃
立
ぴ
①
諄
氏
に
私
の
僑
望
を

話
さ
れ
た
の
で
、
私
は
Q
濠
○
ロ
氏
か
ら
、
不
素
博
物
館

第
　
一
號
　
　
　
一
三
四
　
（
コ
ニ
四
）

に
貸
入
す
る
信
用
あ
る
古
文
書
緊
緊
の
墨
入
に
紹
介
さ
れ

相
當
の
受
忍
を
以
て
各
種
の
古
文
書
、
（
中
に
は
千
三
百
六

年
の
チ
ャ
ー
タ
ー
を
始
め
マ
ノ
川
の
免
許
状
や
圖
面
の
パ

ー
チ
メ
ン
ト
を
含
ん
で
居
る
）
を
取
揃
へ
る
こ
ε
が
出
來

て
最
期
の
詩
的
を
達
し
得
た
の
は
望
外
の
仕
合
で
あ
っ
た

　
原
本
を
購
入
す
る
外
に
其
副
本
を
作
る
こ
ご
も
亦
古
文

書
館
の
一
つ
の
事
業
で
あ
る
。
殊
に
外
國
の
古
文
書
館
に

あ
る
鳥
撃
の
史
料
の
寓
を
取
る
こ
と
や
目
銀
を
取
る
こ
ご

は
欧
米
の
阿
れ
で
も
試
み
ら
れ
て
居
る
こ
ご
で
あ
る
。
私

が
ワ
シ
ン
ト
ン
で
訪
問
し
た
9
三
①
σ
q
富
冒
ω
§
長
。
口
の

U
o
℃
程
9
。
葺
。
門
譲
・
。
8
誌
。
巴
口
。
器
鍵
9
の
同
き
も
、
外

國
の
ア
川
ヵ
イ
ヅ
に
含
ま
れ
た
豊
富
な
亜
米
利
加
國
史
の

史
料
を
調
査
し
共
昌
録
を
作
成
す
る
こ
ご
が
事
業
の
大
部

分
を
占
め
て
居
っ
て
．
同
工
と
は
最
も
密
接
の
關
係
に
あ

る
莫
吉
利
を
始
め
こ
し
て
加
奈
陀
、
爾
班
牙
、
玖
罵
、
墨

西
再
、
伊
太
利
、
濁
逸
、
瑞
西
、
填
太
利
及
び
青
竜
亜
の
ア

ル
ヵ
イ
ヅ
に
存
す
る
史
料
の
昌
録
の
出
版
さ
れ
淀
も
の
が

千
入
百
ニ
ナ
｝
与
島
に
十
四
冊
に
達
し
て
居
た
。
併
し
そ

れ
ら
の
事
は
後
項
文
書
館
の
利
用
の
條
に
譲
っ
て
、
こ
、

に
は
略
す
る
こ
ご
、
し
た
い
o


